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U--o･76300Euo(憲 j2(ユ+0･2013す +3･131←茅 2+･･)
となるQ 卜･)の中の'1だけとれば､これは相互作用の加算性を仮定したもの
で;第 2項以下に加算性が破れているということを示すo a/a3-G.1とすれ










す角であるO 仮 りに Ipl2- r23= T31= a とすると.第 2項は
γ 3 α
完㌃ 丁 て㌻ (3CoselCOS82COSO3+ 1)
で第 1項に対し a/a3の程度にな り.加算性が成 り立たない0
2)遠距離問の引力 . van derWaals力は電磁気的な相互作用であるの
で. r>C/a,aa)程度になると電磁場のお くれを考慮しな-ければならない占
Casimirと PoldeT(1948)は量子電磁気等によってこれ を計算したo そa)
結果に.近距離では T6 に二反比例するポテンVヤル ,遠距離では TTに反比例す
るボテンVヤル紅なることが示されたD
Lifshitzは半無限の個体が距離1をへだてて相対_している場合を考え.固
体中の電荷のゆらぎを考えた電磁場を解き.施 Ⅹ町e11のス トレステ ンソルか
ら固体問のカを求めたOこれはvan derWaais力のL･普通の倍や CasimiT等
の結果を含むものであるQ C/Q'O は 0.1､ミクロンの程度で.この数倍の距離で
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意義であろうO ベ ンゼ ンなどの7r電子のための相互作用のように方向性 ,speエ
cificityがある場合は今後も興味ある問題である｡
溶液中の分子間力について
福 留 秀 雄 (京大基研)
最近蛋白質の分子間相互作用に率いて溶媒としての水は大きな効果を持つと








㊨ U誓- 享iO-①+蓋qj･･①･･①+孟①･･㊤･･①･･6)+･.･ ･‡ユJ
㊨ U町ニー÷芸毎二重-号締 臥,a 言 おIヽ_メ
のよう紅書けるQ ここでdiagram を式虹書きなおすには
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